
▼
馬
毛
島
は
、
本
州
の
最
南
端
佐
多
岬
の
南
約
３
５

ｋ
ｍ
、
種
子
島
の
西
約
１
０
ｋ
ｍ
に
浮
か
ぶ
無
人

島
。
種
子
島
に
は
約
３
万
人
が
住
む
。

▼
南
北
４
．
５
ｋ
ｍ
、
東
西
３
ｋ
ｍ
、
面
積

８
２
０
ｈ
ａ
、
標
高
７
１
．
１
ｍ
。

無
人
島
で
は
日
本
で
二
番
目
に
大
き
な
島
。
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図は防衛省資料より
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▼
希
少
な
植
物
や
、
絶
滅
の
恐
れ
が
あ
る
マ
ゲ
シ
カ
、
メ
ダ

カ
、
ド
ジ
ョ
ウ
、
国
指
定
の
「
天
然
記
念
物
」
オ
カ
ヤ
ド
カ

リ
な
ど
が
住
む
。
渡
り
鳥
の
休
憩
地
に
も
。

▼
ナ
ガ
ラ
メ
（
ト
コ
ブ
シ
）
や
ト
ビ
ウ
オ
、
ミ
ズ
イ
カ
な
ど

が
た
く
さ
ん
獲
れ
、
「
宝
の
島
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
。

▼
か
つ
て
は
人
が
住
み
、
農
業
や
酪
農
、
漁
業
を
営
ん
で
い

た
。
水
不
足
や
塩
害
が
ひ
ど
く
、
１
９
８
０
年
無
人
島
に
。

開発前の馬毛島（2002年当時）







馬毛島に自衛隊施設を整備する必要性

馬毛島に自衛隊の訓練施設・緊急時の活動施設
を整備することは、わが国の防衛上、極めて重要です。

南北に広大な南西地域の島嶼部において、
① 陸海空自衛隊が訓練・活動を行い得る施設
② 整備補給等後方支援における活動を行い得る施設
③ 米空母艦載機の着陸訓練（FCLP）の施設 が必要

① 陸海空自衛隊が訓練・活動を行い得る施設
主に自衛隊の訓練で使用します。年間を通じて自衛隊が管理し、
基地機能を維持管理するための要員が常駐します。

ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ等からの
展開訓練

（CH-47,V-22）

離着水訓練及び
救難訓練(US-2)

不整地着陸訓練
(C-130)

連続離着陸訓練
(F-35,F-15,F-2等)

模擬艦艇発着艦訓練
(F-35B)

4

空挺降投下訓練

機動展開訓練
(F-35,F-15,F-2,
KC-767,C-2等)

災害対処訓練
(UH-60)

ｴｱｸｯｼｮﾝ艇操縦訓練

実施する可能性のある主な自衛隊の訓練

※上記は、現時点でのイメージであり、上記以外の装備品を使用した訓練を行う可能性があります。
各訓練の実施時期・期間・規模等については、各自衛隊の計画の中で検討されます。

水陸両用訓練
(AAV,ｴｱｸｯｼｮﾝ艇等)

PAC-3機動展開訓練

救命生存訓練



米空母のプレゼンスはわが国にとって極めて重要な抑止力・対処力
アジア太平洋地域における米空母の活動を確保する必要性

厳しさと不確実性を増す安全保障環境において、
日米同盟の抑止力・対処力を維持・強化する必要性

硫黄島を暫定的な実施施設としています。

9 硫黄島は岩国飛行場（艦載機の拠点）から約1,400kmと遠く離れています。
硫黄島への往復の際に機体にトラブルが発生した場合、
緊急着陸用の飛行場が確保できず、安全性に大きな懸念があります。

9 硫黄島の火山活動が活発化しています。
火山活動による地面隆起は、硫黄島基地内の施設に影響を与えており、今後の
維持・補修が課題になっています。

9 天候等の影響により硫黄島で訓練できない場合、厚木飛行場等で行われること
があります。
基地に住宅地が隣接していることから、多数の騒音苦情が寄せられるなど、住民
の方々に多大なご負担をおかけしてしまいます。

FCLPの現状と馬毛島

馬毛島における施設整備のメリット

9 訓練の効率性・安全性が確保できます。
岩国飛行場から約400kmと比較的近い。
岩国飛行場から訓練場までの移動間の安全確保につながります。

9 馬毛島は火山活動がなく施設整備に当たって特段支障がありません。
比較的平坦で、必要な広さがあります。

9 騒音等の周辺環境に与える影響が限定されます。
種子島から約10kmと離れています。

馬毛島にFCLP施設を置く必要性

米空母艦載機着陸訓練（FCLP）の施設がなければ、米空母は訓練実施のために本国
に戻らなければならず、継続的にプレゼンスを発揮することができません。
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③ 米空母艦載機の着陸訓練(FCLP)の施設
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自衛隊馬毛島基地に恒常的に勤務する自衛隊員は、150名～200名程度を見込んで
おり、自衛隊員とその家族は、種子島に整備する宿舎に居住することとしています。

宿舎は、西之表市、中種子町、南種子町に配置する
計画です。

具体的な設置場所等は、種子島内での用地調査をも
とに、部隊運用、交通の便、周辺環境などの様々な
条件を考慮し決定します。

通勤のために、種子島～馬毛島間を運航する定
期便を、民間業者に委託する予定です。

中種子町の浜津脇港は、種子島の中央に位置し、
宿舎との位置関係等を踏まえ、通勤港として活
用したいと考えています。

また、港の利用状況に応じて、西之表港などの
港も活用する計画です。

自衛隊員等の宿舎の配置

港の活用

※写真はすべてイメージです

自衛隊馬毛島基地を整備するにあたっては、種子島において、自衛隊馬毛島基地
の一部として、馬毛島の施設の安定的な運用及び適切な維持管理を目的とした施
設を整備することとしています。
今後、関係機関等との調整を経て、決定していくこととなります。

種子島の施設整備

種子島における業務のために使用するほか、悪天候時に
馬毛島に渡れない場合における基地機能の維持及び施設
管理等のために設置。

自衛隊員の練成訓練、悪天候時に馬毛島に渡れない場合
における活動拠点のために設置。
また、地域住民との交流の場としても活用。

通勤車両など、種子島において使用する自衛隊車両の
維持管理のために設置。

人員や物資の輸送のために設置。

応急用資機材の保管や種子島において調達した資材や
食料品の一時的な保管のために設置。

通勤車両など、種子島において使用する自衛隊車両を
保管するために設置。

安定的な運用・適切な維持管理のための施設

将来、種子島内に、多くの自衛隊員とその家族がお世話になります。
島民の皆様とより良い関係を築いていきたいと考えています。

宿舎・港

-02-

中種子町には、管理事務所、練成訓練施設、物流倉庫を、南種子町には、車庫、
車両整備工場、自衛隊ヘリポートを整備する予定です。
今後、これらの施設の設置場所等について検討を進めていきます。

管理事務所

練成訓練施設

物流倉庫

車庫

車両整備工場

自衛隊ヘリポート

N

馬毛島

中種子町

南種子町

浜津脇港

西之表港

西之表市
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